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すず　 かけ しん

――　鈴掛さんは、ゲイであることをオープンにしていらっしゃいますね。初めてカミングアウ
トしたのはいつだったのでしょうか？
　中学生の時に、同級生の女の子２人にしたのが最初でした。何でも話せる仲の良い友達でし
たが、セクシュアリティだけは最後の秘密のようになってしまい、１００％友達になれていない、
越えられない壁を感じていました。「その友達とだったら越えてみたい」と思ったことがきっか
けです。
　カミングアウトする前は、セクシュアリティを秘密にすることが当たり前でしたが、誰かに強
要されているわけでもないのに、社会に合わせて自ら秘密にしているのだと気付きました。誰
に対しても壁を作らない生き方を選んでみたいと、少しずつ思うようになりました。

――　壁を作らない生き方を選んだことで、周りの方との関係はどんなことが変わりましたか？
　社会人になって高校の同級生にカミングアウトしたら、「そんなこと早く言ってくれれば良
かったのに」と言ってもらえて、とても嬉しかったです。周りの人からしたら、セクシュアリティは
さほど大きな問題ではないかもと思えるようになりました。

――　ご家族にはどのタイミングでカミングアウトなさったのですか？
　母親には、思春期の頃に勢い余って話してしまったことがありました。その後は親元を離れ
て、セクシュアリティをオープンにして執筆したエッセイを両親にそれぞれ１冊ずつ送りました。
父にはエッセイを送ることでカミングアウトしたわけですが、父から「すごく良い本だと思うか
ら自信を持って、これからも頑張って」と書かれたハガキが送られてきました。今では両親とも
に応援してくれています。

――　ご友人にもご家族にも比較的スムーズに理解してもらうことができたのですね。その
後、人との関わりの中で「これはわかってほしい！」というギャップのようなものはありますか？
　以前「自分はゲイだから、女性の気持ちも一般の男性より分かっている」と思って、女性向けのメ
ディアの編集に携わったことがありました。でも、編集長から「ゲイだからもっとフェミニンなのかと
思っていたけど、中身は完全に男だね」と言われてハッとしました。「ゲイ＝女っぽい」「ゲイ＝男の気
持ちも女の気持ちもわかる」といった社会の偏見を当たり前のものとして自分も認識してしまって
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